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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ 
がんとたたかう投信 
（為替ヘッジなし） 
（年１回決算型） 

 

第５期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2024年２月５日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・がんとたたかう投信

（為替ヘッジなし）（年１回決算型）」は、

このたび、第５期の決算を行いました

ので、期中の運用状況をご報告申し上

げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／株式 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2019年７月26日から2044年２月４日 

運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上・ 
がんとたたかう投信 
（為替ヘッジなし） 
（年１回決算型） 

外国投資証券「カンドリア
ム・エクイティーズ・Ｌ・
オンコロジー・インパクト
（円建て、為替ヘッジなし）」
および親投資信託「東京海
上マネーマザーファンド」
を主要投資対象とします。 

 

カンドリアム・ 
エクイティーズ・ 
Ｌ・オンコロジー・ 
インパクト 
（円建て、為替ヘッジなし） 

ヘルスケア分野を中心とし
て、世界のがん治療・診断・
研究等に関連する企業の株
式（これに準じるものを含
みます。）に投資します。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

円建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーなど
を主要投資対象とします。 

投資制限 

東京海上・ 
がんとたたかう投信 
（為替ヘッジなし） 
（年１回決算型） 

・株式への直接投資は行い
ません。 

・外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

・投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

 

カンドリアム・ 
エクイティーズ・ 
Ｌ・オンコロジー・ 
インパクト 
（円建て、為替ヘッジなし） 

・原則として、純資産総額
の10％を超える借入れは
行わないものとします。 

・原則として、有価証券の
空売りは行いません。 

・同一発行体への投資割合
は、原則として純資産総
額の10％以下とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への投資は、円
貨で約定し円貨で決済す
るもの（為替リスクの生じ
ないもの）に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の、繰越分
を含めた配当等収益および売買益（評価益を含
みます。）等から、基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配を行う方針です。ただし、分
配対象額が少額の場合等には、収益分配を行わ
ないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した
利益については、運用の基本方針に基づいて運
用を行います。  
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  
 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2019年７月26日 10,000 － － － － 10 

１期(2020年２月４日) 11,302 100 14.0 0.0 98.9 1,288 

２期(2021年２月４日) 13,925 700 29.4 0.0 97.0 3,463 

３期(2022年２月４日) 13,676 0 △ 1.8 0.0 98.9 3,104 

４期(2023年２月６日) 15,584 490 17.5 0.0 98.3 2,540 

５期(2024年２月５日) 17,065 350 11.7 0.0 97.7 2,751 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年２月６日 15,584 － 0.0 98.3 

２月末 15,578 △ 0.0 0.0 96.9 

３月末 15,161 △ 2.7 0.0 96.3 

４月末 15,695 0.7 0.0 97.0 

５月末 16,084 3.2 0.0 97.2 

６月末 16,478 5.7 0.0 98.1 

７月末 16,239 4.2 0.0 97.6 

８月末 16,657 6.9 0.0 98.9 

９月末 16,124 3.5 0.0 98.6 

10月末 14,928 △ 4.2 0.0 99.1 

11月末 15,970 2.5 0.0 98.4 

12月末 16,419 5.4 0.0 98.1 

2024年１月末 17,498 12.3 0.0 98.0 

(期  末)     

2024年２月５日 17,415 11.7 0.0 97.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載
していません。 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

○運用経過 (2023年２月７日～2024年２月５日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年２月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・期後半、海外主要国で政策金利据え置きが続き、金融政策に対する投資家の警戒感が一段と後退したことにより、株式市

場が上昇したこと 

・円安が進行したこと 

 

マイナス要因 

・超大型テクノロジー関連株が牽引役となり株式市場が上昇するなか、銘柄物色の二極化が進行したこと 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

■投資環境 
【世界株式市場】 

当期、世界の株式市場は上昇しました。期前半、海外の主要中央銀行による金融引き締め政策の効果としてインフレ率の

高進に一服感が見られ、利上げ終了への期待感が高まったことや、AI（人工知能）の時流に乗ったマグニフィセント・セブ

ンと呼ばれる米国の大手テクノロジー企業７社が相場を牽引し、世界の株式市場は上昇基調で推移しました。期後半は、海

外主要国で金融政策の方向転換（利下げ）が想定よりも遠のくとの失望感から、一時調整する局面も見られましたが、政策

金利の据え置きが続くなか、FRB（米連邦準備制度理事会）高官による金融引き締め姿勢を緩める発言などが買い安心感に

つながり、世界の株式市場は期末にかけて上昇しました。 

 

【為替市場】 

当期の米ドル円為替レートは円安米ドル高となりました。期前半、FRBが金融引き締め政策を継続した一方、日銀は金融

緩和政策を維持したことから、日米金利差が拡大し円安米ドル高が進行しました。期後半に入ると、米国のインフレ率低下

を背景に政策金利の据え置きが続いたことから米国長期金利は低下に転じ、円高米ドル安基調となる場面もありましたが、

期を通じては円安米ドル高となりました。 

ユーロ円為替レートは円安ユーロ高となりました。期前半、ECB（欧州中央銀行）が金融引き締め政策を継続した一方、

日銀は金融緩和政策を維持したことから、円安ユーロ高が進みました。期後半に入ると、インフレ率の低下とともに欧州の

景気減速が顕著となったことから、ユーロ圏の長期金利は低下基調となり、一時円高ユーロ安の流れとなりましたが、期を

通じては円安ユーロ高となりました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型）＞ 

「カンドリアム・エクイティーズ・Ｌ・オンコロジー・インパクト（円建て、為替ヘッジなし）」（以下、外国投資信託証

券）および「東京海上マネーマザーファンド」（以下、親投資信託）を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を

高位に保ちました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、主に外国投資信託証券の値動きを反映し、11.7％上昇しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

がん患者の生活を改善できる薬や医療機器、診断薬を研究・開発・製造するがん関連企業への投資を行いました。 

インフレ率が着実に低下してきていることを背景に、期後半には海外の主要中央銀行による政策金利据え置きが続き、株

式市場は早期利下げを織り込む展開となり、全般的には堅調に推移しました。 

このような環境下、テクノロジーセクターが相場の牽引役となり、銘柄物色の二極化が進んだことから、ディフェンシブ

（景気変動の影響が相対的に小さい）な特性を持つ医薬品セクターの銘柄を多く保有する当ファンドの基準価額（分配金再

投資）は相対的に出遅れながらも堅調に推移しました。 

 

【領域別構成（2024年１月末現在）】 

 
（注） 比率は保有株式の時価総額に占める割合です。 
（注） カンドリアム・エス・シー・エー（以下、カンドリアム）が主要と判断する領域に基づいて分類しています。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債に投資し、プラスの収益の確保に

努めました。その結果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。   
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2023年２月７日～ 
2024年２月５日 

当期分配金 350  

(対基準価額比率) 2.010％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 340  

翌期繰越分配対象額 7,064  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

 
 

〇運用プロセス 

 

 
 

○がんとたたかう企業（がん関連企業）とは、がんの治療・診断・研究等に関連する事業を行う企業をいいます。革新的な

技術やアイディアを持ち、「がん治療」の進歩に多大な貢献を及ぼす可能性の高い企業に着目します。 

 

〇原則、がん関連企業の株式等の組入比率は90％以上を目標とします。2024年１月31日時点の組入比率は96.2％です。 
※ 組入比率は外国投資信託証券の純資産総額に対する割合です。 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

〇投資対象の選定においてESG評価指標を計測し、一定の水準以上に維持しました。 

ESG評価指標（2022年12月31日時点） 

 
※ 参考指標：MSCI World （Net Return） 

 

〇がん関連企業の株式等の実質的な運用は、「カンドリアム・エス・シー・エー」が行います。 

 

カンドリアム・エス・シー・エーのスチュワードシップ方針 

カンドリアム・エス・シー・エーは、ファンドおよびポートフォリオマネジメントの活動において、可能な限りエンゲー

ジメントを投資戦略に組み込んでおり、戦略、財務・非財務パフォーマンス、リスク、資本構成、社会・環境への影響およ

びコーポレートガバナンス等の関連事項について、投資先企業をモニタリングしています。働きかけが有用と判断した場

合、投資先企業との対話を行い、議決権およびその他の株式に付随する権利行使または他の株主と協力し、投資先企業の利

害関係者とコミュニケーションをとります。投資先企業との対話や他の利害関係者との協力によって、投資先企業のパ

フォーマンス、リスク、資本構造、環境・社会・ガバナンス等に影響を与えたり、変化をもたらすことができない場合、最

終的な選択肢として売却を行います。 

 

上記でご紹介したカンドリアム・エス・シー・エーのスチュワードシップ方針は以下のサイトをご覧ください。 

https://www.candriam.com/en/professional/SysSiteAssets/medias/publications/brochure/corporate-brochures-

and-reports/engagement-policy/candriam_engagement_policy.pdf 

 

また、東京海上アセットマネジメントのスチュワードシップ方針やスチュワードシップ活動については、当社ウェブサイ

トをご覧ください。 

https://www.tokiomarineam.co.jp/company/responsible_investment/stewardship_code.html 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

○今後の運用方針  

＜東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型）＞ 

外国投資信託証券および親投資信託を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

欧米の中央銀行は、インフレ率が許容範囲へと近づくなか、2024年央以降に利下げに踏み切る可能性が高いと想定してい

ます。一方、2024年の欧米経済はこれまでの度重なる利上げの影響もあり、景気減速の方向で推移すると予想しています。 

このような環境下、ヘルスケアや生活必需品関連のようなディフェンシブセクターは、投資魅力が高いと考えています。 

引き続き、革新的な技術やアイディアを持ち、「がん治療」の進歩に多大な貢献（インパクト）を及ぼす可能性の高い企

業の中から、がんの治療・診断・研究などに関連する企業を投資対象とします。銘柄選定に際しては、個別企業の財務状況

やビジネスの成長性、競争の優位性などを分析し、株価水準、銘柄分散、リスクなどを勘案してポートフォリオを構築する

方針です。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、低位にとどまると予想しています。ただし、欧

米の中央銀行がインフレ対応を目的として金融引き締めを実施するなか、将来的な日銀の金融政策修正を巡る動向には留

意が必要です。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象と

して運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年２月７日～2024年２月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 189  1.174  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 62)  (0.384)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (123)  (0.768)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.022)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.011   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.011)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 191   1.185    

期中の平均基準価額は、16,069円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注）その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は2.01％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

（注） 投資先ファンドの費用は、「カンドリアム・エクイティーズ・Ｌ・オンコロジー・インパクト」の費用を基に算出しています。   
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2023年２月７日～2024年２月５日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 
   口  千円  口 千円  
外  国 
(邦貨建) 

ルクセンブルグ カンドリアム・エクイティーズ・Ｌ・オンコロジー・インパクト（円建て、為替ヘッジなし） 6,240  170,000  10,007 280,000  
 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年２月７日～2024年２月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年２月５日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

カンドリアム・エクイティーズ・Ｌ・オンコロジー・インパクト（円建て、為替ヘッジなし） 95,899 92,132 2,687,772 97.7 

合 計 95,899 92,132 2,687,772 97.7 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネーマザーファンド 9 9 10 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2024年２月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
投資証券 2,687,772 94.3 

東京海上マネーマザーファンド 10 0.0 
コール・ローン等、その他 163,538 5.7 
投資信託財産総額 2,851,320 100.0 

   

投資信託証券 

親投資信託残高 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年２月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,851,320,191   

 コール・ローン等 113,538,066   

 投資証券(評価額) 2,687,772,116   

 東京海上マネーマザーファンド(評価額) 10,009   

 未収入金 50,000,000   

(B) 負債 100,216,940   

 未払収益分配金 56,425,094   

 未払解約金 27,417,024   

 未払信託報酬 16,223,269   

 未払利息 28   

 その他未払費用 151,525   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,751,103,251   

 元本 1,612,145,546   

 次期繰越損益金 1,138,957,705   

(D) 受益権総口数 1,612,145,546口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,065円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,630,187,860円、期中追加設定元本
額は451,309,167円、期中一部解約元本額は469,351,481円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 
（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資
産の額となります。 

○損益の状況 (2023年２月７日～2024年２月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 29,245,601   

 受取配当金 29,274,513   

 受取利息 298   

 支払利息 △       29,210   

(B) 有価証券売買損益 277,123,194   

 売買益 301,307,999   

 売買損 △   24,184,805   

(C) 信託報酬等 △   32,050,799   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 274,317,996   

(E) 前期繰越損益金 246,395,638   

(F) 追加信託差損益金 674,669,165   

 (配当等相当額) (    256,087,653)  

 (売買損益相当額) (    418,581,512)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,195,382,799   

(H) 収益分配金 △   56,425,094   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,138,957,705   

 追加信託差損益金 619,856,216   

 (配当等相当額) (    256,087,653)  

 (売買損益相当額) (    363,768,563)  

 分配準備積立金 519,101,489   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 26,184,764円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 248,133,232円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 674,669,165円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 246,395,638円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,195,382,799円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,414円 

g. 分配金 56,425,094円 

h. 分配金(１万口当たり) 350円 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 350円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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東京海上・がんとたたかう投信（為替ヘッジなし）（年１回決算型） 

○お知らせ  

 NISA「成長投資枠」の対象商品になるための要件として、「2024年１月時点で信託期間が20年を超えている
こと」および「ヘッジ目的の場合等を除き、デリバティブ取引による運用を行っていないこと」が定められて
おり、当該要件を満たすため、所要の約款変更を2023年11月３日付で行いました。 
 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2024年２月５日現在) 

＜東京海上マネーマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネーマザーファンド全体(8,428千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
3,000 2,999 35.2 － － － 35.2  

(3,000) (2,999) (35.2) (－) (－) (－) (35.2) 

特殊債券 
(除く金融債) 

3,000 3,002 35.2 － － － 35.2  

(3,000) (3,002) (35.2) (－) (－) (－) (35.2) 

合 計 
6,000 6,002 70.4 － － － 70.4  

(6,000) (6,002) (70.4) (－) (－) (－) (70.4) 
 
（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
第77回神奈川県公募公債（５年） 0.01 3,000 2,999 2024/３/19 

小 計  3,000 2,999  
特殊債券(除く金融債)     
第213回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.645 3,000 3,002 2024/３/29 

小 計  3,000 3,002  
合 計  6,000 6,002   

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。  

国内公社債 

当社は、収受した運用者報酬の一部をがん研究施設等へ寄付し、がんとたたかうための基礎研究などに貢

献いたします。 

2022年７月１日〜2023年６月30日を対象期間として、京都大学医学部附属病院および弘前大学へ各65万円

を寄付しました。 
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